
 

 

 

 

 

   

 

第 12号 令和 8年（2026）6月 15日 

▲石灯籠の拓本を取る様子 
 

森「八幡神社」の長い石段を登り切りますと、

参道の両側に古い石灯籠が目に入ります。その

竿の部分の一面に文字が刻まれているのです

が、長年の風雨によりはっきり読み取ることが

できませんでした。そこで拓本（たくほん）を取

ることとしました。拓本とは、石碑や土器など

の表面に刻まれた文字や文様（凹凸）に紙をあ

て、その上から墨を打ち付けて形を写し取る伝

統的な複写技術です。カメラやコピー機がない

時代から、貴重な文字や模様を正確に記録・保

存する手段として用いられてきました。 

今回、拓本を行った結果、寛延 3 年（1750）

12月に森村の住人が寄進したことがわかりまし

た。残念ながら寄進者の名前までは、はっきり

しませんでしたが、関係する文献と照らし合わ

せながら調査を進めてまいります。 

 



  

 

 

  

『専門部会活動のようす』 

≪古代・中世部会≫ 

≪寺社部会≫ 

≪民俗部会≫ 

令和４年度から調査執筆活動を行ってきま

したが、この度『かほく市史資料編 1 古代・

中世』が完成し、4 月 24 日に油野市長へ刊行

報告を行いました。本巻の特徴や購入方法につ

きましては編さんだよりの 3 ページ目をご覧

ください。 

４月から５月にかけて市内寺院の仏像調査を行いました。調査対象は、中世までの造像および

近世の造像のうち市の文化財に指定されている仏像や聖徳太子像など、特に注目される仏像と

しました。浄土真宗の寺院に聖徳太子の影像や仏像があるのは、聖徳太子が仏教の普及に大きく

貢献したためです。市内でも聖徳太子像が安置されている寺院があり、今回はその内、５か寺の

聖徳太子像を調査しました。調査結果は来年３月に刊行予定の『かほく市史資料編６ 寺社』に

掲載いたします。 

▲資料編の内容を専門委員から市長に説明 

▲常行寺（横山）釈迦如来坐像の写真撮影 ▲正楽寺（木津）聖徳太子立像の調査 

各町会長・区長さんに対して秋季祭礼に関するアンケート調査を実施しました。その中から

特徴のある地区の方々に聞き取り調査を行いました。調査する中で、生業と祭りとの関係や、

芸能一座と地域芸能との関わりなどについて、地域による特色が見えてきました。 

また、「年中行事」の電子アンケートに対しては、１０５名の皆様からご回答をいただきまし

た。ご協力ありがとうございました。その結果を生かし、さらに調査を進めてまいります。 

▲浜北での祭礼に関する聞き取り ▲外日角での祭礼に関する聞き取り 



『かほく市史資料編 1 古代・中世 』刊行 

 令和４年（2022）から市史編さん室を設置し「かほく市史」刊行に向けた事業を進めてきまし

た。令和６年１２月に『図説 かほく市の歴史と文化』を刊行し、かほく市のあゆみについて写真

やイラストを多く使って解説した一冊として親しまれています。 

このたび、第 2冊目となる『かほく市史資料編 1 古代・中世』が完成し、以下の通り販売を開

始しています。市域の飛鳥時代から戦国時代を物語る史料を数多く掲載しています。 

ぜひ一度手に取ってご覧ください。 

 （中央図書館と高松図書室では貸し出しも行っています） 

 

 ○書名 『かほく市史資料編 1 古代・中世』 

 ○規格 B5 全 510ページ 

 ○価格 5,000円（税込） 

 ○販売窓口 

▷かほく市史編さん室（高松産業文化センター３階） 

▷スポーツ文化課（かほく市教育庁舎） 

▷かほく市立中央図書館 

▷高松、七塚サービスセンター 

（遠方の方） 

▷石川史書刊行会にてネット販売 ⇒ 

 



 

 

 

 

 

2月 2 日 第 7回古代・中世部会 

2月 15日 編さんだより 11号発行 

2月 21日 第 2回考古部会 

市史編集専門委員会 

2月 22日 第 8回古代・中世部会 

3月 23日 第 2回民俗部会 

4月 16日 第 1回古代・中世部会 

第 1回寺社部会 

4月 24日 資料編 1刊行 市長報告 

5月 16日 第 1回近代部会 

2月 
小学校歴史出前講座 2回 

2/13,2/27 

2月～5月 

（民俗）聞き取り・現地調査 22回 

2/10～12,2/26～3/1,3/24～25 

4/24～25,4/29～30,5/5～7,5/17 

4月 （近代）図書文献調査 1回  4/2 

4月～5月 （民俗）古民家調査 2回 4/17,5/27 

4月～5月 
（寺社）現地調査 11回 4/13～14 

4/30,5/3,5/5,5/19,5/24～25 

5月 
（考古）資料館・収蔵庫調査 2回 

5/8,5/20 

編さん室の歩み（活動記録） 令和８年２月 ～ ５月 

お問合せ・資料の提供はこちらまで  かほく市史編さん室 

〒929-1215               ＴＥＬ：（076）281-3455 
かほく市高松ク４２番地１         ＦＡＸ：（076）281-3521 
かほく市高松産業文化センター３階     E-mail：shishi@city.kahoku.lg.jp → 

                     

小学校歴史出前講座 －かほく市のうつりかわり－ 

             外日角小学校（２月１３日）高松小学校（２月２７日）  

市史編さん室では令和６年１２月に刊行された 

「図説かほく市の歴史と文化」の学校での活用を 

図るため、市内各小中学校に３冊ずつ配付してい 

ます。また、各校の図書館担当者対象の研修会に 

おいて、図説編の特徴や授業での活用場面などを 

お伝えしてきました。 

そのような中で、市内２校の小学校から３年生を対象とした講座の依頼がありました。 

３年生の社会科では「うつりかわる市とくらし」の単元で地域の簡単な歴史を学習します。今

回は、図説編で掲載されている図や写真を一部使いながら、かほく市の歴史について３つの内容

を伝えました。１つ目はかほく市が誕生するまでの町村合併や名称選定について、２つ目は鉄道 

や道路などの交通のうつりかわりについて、３つ目は

農業や漁業などの産業のうつりかわりについて話をし

ました。 

子どもたちは真剣な眼差しで話を聞き、熱心にメモ

を取っていました。この授業を通して、かほく市の歴

史に興味を持ってもらえたのではと思っております。

今後も、編さん事業を通して知り得た内容を還元する

場を設けてまいります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

少しは、かほく市の歴史に興味を持ってもらえたのではと思っております。今後も市民の皆さ

んに編さん事業を通して知り得た内容を還元する場を設けていきたいと思っております。 

▲外日角小学校での授業の様子 

▲図書館担当者研修会で使用した㏚画面 


